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            骨延長法により、骨欠損の修復を図る。 

   同様の手技は、骨の長さの延長、骨変形の修復にも用いる 

ことができる。 

 

外傷や腫瘍切除により生じた骨欠損や骨延長には、一般的には骨移植術が用いられている。し

かし、近年、骨延長法 Bone Lengthening by Distraction Osteogenesisが報告され、形成外科領域にお

いても、各種骨再建に用いられている。 

我々は、四肢、顔面の骨欠損や骨変形、先天異常による頭蓋骨変形に対し、骨延長法を用いた治

療を行ってきた。本法は、骨を一旦切断して（骨切り）作製した骨片を骨延長器を用いて移動させ、

徐々に骨切断部を拡大していくことで、骨片ともとの骨との間に骨組織の形成を期待するものである。こ

れにより、骨片の移動した長さだけ骨が延長されることとなる。臨床的評価には、3D－CT などの画像診

断技術、病理組織学的検査などを用いてきた。 

また、同様の手技を、骨移植とともに用いることで、より長い範囲の骨欠損の再建も行って

いる。さらに、頭頸部悪性腫瘍切除後の骨欠損例では、放射線照射が本法に及ぼす影響につい

ても臨床的に検討した。 

本法は、人体における骨再生の過程を探るのに有用であり、動物実験にも応用可能である。

すなわち骨再生過程における各種反応、各種薬剤の骨形成に及ぼす影響などを検索するのに有

用である。 

また、本法で用いられている延長器や骨折の固定などに用いられる材料には、改善の余地が

あり、各種工学技術の応用が期待される。 

 

 

 

①骨再生過程の検索、②各種材料の骨再生への影響の検索、③骨形成促進物質の検索、さら

に病理学的評価と並行して行えば④各種診断技術の評価対象として用いることができる。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


